























































































農の技術は過去のものとなっていたが、山崎は老農の精神に共通するものを認め、 これを 「農道」 と名付けた。この 「農道」は、大正三年、農林学校において東京帝国大学筧克彦教授の随神道 講演を同校 教員加藤完治とともに聞き、感銘を受け、 「農民道」に発展させ、彼の思想の大きな柱となった。　
大正九年に校長を辞任した山崎は、帝国農会幹事に就任





































資本の都会への流出 ある。山崎は、不就学児童の増加、離婚が多くなり、犯罪も増え、徳義が尊重されなくなると憂い、 農村を去 ゆくも が増え、 金 都会に流入する。 「故に、農村では啻に人間の減少する みならず、金がなくなり、人物がなくなる」と、農村が経済的ばかりでなく、人的な面からも破壊されると心配するので





































の基礎である」 、 「且つ強兵を生産する本場 る［中略］健全なる農村の建立が大切」と述べ、農村の国家に占め 重要性を、①国家 主要な構成要素、②強兵の供給地 求




















































































































































ために農業振興に対する貢献を求め、小作関係 ついて十分の配慮を要求するが、それだ では満足し い。 自治の障礙の要因の一つに「土地の兼併」を挙げ 進行しつつある地主へ 農地 集中 対し、異議を唱える。 「欲張りたる地主によりて大面積の土地が所有され 而 数郡数ケ町村に跨るといふ所に於ては、之がため紛擾屡々起り村内共同の利益を挙ぐる能はず、村内の円満を欠くことが






























と主張する。そして、村格には三つの要素があると、言う。第一は、 「村風」である。 「村風は、村てふ自治体の精神が発表されるゝもの あるから 最も大切なものである」 。 「元来村風は［中略］一 を挙げ の風であるから［中略］立










































克服できるものである。即ち ①の教育については次項に述べるとおりであり、②及び⑤については前述 『農村自治の研究』に いて詳述し、④については後年「農民道」として啓発普及に努めた。従って、本 においては の経済的訓練について詳述することにな 。

























































あたり、 「都市の遠近、市場 有無及距離、交通運輸の便否、資本融通の難易、 労力の多少、 需要供給 関係 地


























































倹せば必ず繁栄す」 、 「治産の要道は勤倹であって、致富の至道は貯蓄である」と巷説を述べた上で、さらに「勤倹と云へば、何だか消極的に聞え 商売を不景気にするものの様に考 る者すらある」が、これは 勤倹 真義を知らざるため」と言い
（1
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きができるようにと摂るの から、食べる量を減らしてそれ以上に仕事ができる量が減れば、食事本来の効用を発揮しないこととなるの 、吝嗇に過ぎないと うのであ


















性が国民レベルにまで浸透していたためではないか、と考える。このように山崎のいう貯蓄 目的は個人の致富に止まらない 曰く、第一は、人格家格の向上 ある。人格






















」 と、 大正三年 『農村教育論』









































＝農業危機に当たり、反資本主義を露わにし 都会を嫌悪し、国に農業保護策を求めるという、国との間 緊張関係を生ぜしめるものであった。これに対し 山崎は、農民に対し、農村への資本主義の浸透を所与のも と受け入れ、徳性の高い指導者のもと、農民が国家にお て重要な使命を負っていることを自覚し、和協一致し、実地 即した農






業教育により各自を高め、また、個別農業においては、経営を計数管理し、経営と家計の分離の下、老農の勤倹力行型の勤労と異なり、体力知力をもって自然条件、土地条件、市場条件を考慮した農業を行い、生産、出荷の協同化をすすめる等農業経営を合 化すれば、 「農村自治」が実現し、直面 る困窮は克服できると説いた。彼の描く農村 姿は老農的秩序の下におけるユートピアであったが そこへ至る道を具体的に示すものであった。このため 書を読み、 講演を聞いた農民は、 農業の未来に明るいイリュージョンを見たであろう。　
本稿は、 「農本主義の受容性」について論ずるものでな
いが、彼の説く国の保護によらない 村（地域）振興 方向は、内務省が推進する地方財政基盤の確立を目指す地方改良運動と一致するもの った そ 意味で、彼の思想は性格として「権力 側」に属するものと言わざる えないが、農民もまた、農業危機への対応策を求めて たのであり、彼の農本思想を主体的に受容したのである。
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桜井武雄 『日本農本主義』 （白楊社、 一九三五年）二七三頁。
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運動の理論と位置づけ、山崎を「社会運動農本主義」者分類している。また、山崎の思想の変遷 変質ではなく一貫したものと捉え、農村自治 日本自治と り、村民道日本農民道となると主張する（ 「 延吉 社会運動農本主
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